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近年, 意思決定や解探索といった知的機能を物理プロセスよって実現することを目指す

研究が行われている[1]．この物理プロセスとして, フォトクロミズムを示すジアリールエテ

ン結晶への近接場光励起光異性化に注目している．これまでの上下ダブルプローブ走査型

近接場光学顕微鏡を用いた研究で, 結晶表面での近接場光励起に起因する裏面での近接場

パターンの計測[2]により，ナノ光異性化パターンと機械的歪み構造の形成が自発的対称性

の破れを伴って起きることを示唆する結果を得た．また局所光異性化を表面構造変化とし

て捉えた光支援型原子間力顕微鏡 (AFM)を用いた計測[3]により, 光波長程度の領域に”UY”

の文字を描写し, さらに光照射によるその文字の消去実験では特徴的な消去過程を観測し

た. このナノ光異性化経路形成過程は, 知的機能において重要な動的記憶構造を持つだけ

でなく, それ自体が知的機能を持つと考えられる. 

今回, ナノ光異性化経路の形成において重要となる経路分岐を実験的に確かめるため,

金コロイドを塗布したガラス面にジアリールエテン結晶の昇華膜を作製し, 金コロイドを

局所光源としたナノ光異性化経路の観測を行なったので, これを報告する.  

 

Fig. 1 (a) 金コロイドを塗布したジアリールエテン結晶表面 (b) UV光照射後の結晶表面. 
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